
サンフランシスコ・ラスベガス・ミュンヘン・フランクフルト・
ニューヨーク・ボストン・シカゴ・ダラス・シアトル・ストックホルム・
ヘルシンキ・タリン・シリコンバレー・コネチカット・上海・杭州 etc.

過去の主な訪問先

船井総研の海外視察セミナーとは？

　2011年からスタートし、８年連続開催させていただいている海外視察セミナーで
す。船井流の現場主義の精神に基づき、学びの場を海外にも広げ、経営のモデル・ヒ
ントとなる企業を実際に見に行くことで、自社の3年～10年後の姿を思い描く機会を
提供するセミナーでもあります。
　お客様の中には、世界の最先端企業情報を自社の経営のヒントにしようと、毎年参
加をしてくださっている方もいらっしゃいます。アメリカ・ヨーロッパ・アジアから「今、
訪れるべき先進企業」を船井総研がご紹介する海外視察セミナーです。
　特にアジア視察では、今度の海外進出本格化時代に向けた準備としての、アジア
マーケットの勢いと動向を掴んでいただけるような視察をご用意しています。
　GPTW（働きがいのある会社ランキング）や世界のイノベ―ティブな企業ランキン
グにランクインする企業を中心に、業績を上げ続けている、革新的なビジネスモデル
である、従業員と顧客に圧倒的に支持されている、従業員とその家族が誇りを感じ働
き甲斐を感じている、地域にとっては必要不可欠な永続企業…そんな企業を世界中
からご紹介しています。

◆驚きのグレートカンパニー視察セミナー　／１週間：アメリカ・ヨーロッパ
◆驚きのアジア視察セミナー　　　　　　　／３泊４日：アジア
◇その他、個別企業にあわせた海外視察サポートを行っています。

船井総研の海外視察セミナー

Vision

Mission

“船井流を世界へ”

世界を舞台に
“グレートカンパニー化”
に向けた学びと実践の場を創る

イノベーション推進室　グローバルセクション
シニアエキスパート　チーフ経営コンサルタント

松尾　愛子

2018年1月：上海・杭州

・Alibaba Group
・Mobike
・Tencent
・DIDI　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   など

2017年10月：ニューヨーク・コネチカット・ボストン

・Bloomberg
・Google
・Indeed
・Boston Red Sox
・Harvard University　　　　　　　　　　　　　   など

2016年10月：サンフランシスコ・シリコンバレー・シアトル

・Google
・Starbucks Reserve Roastery & Tasting Room
・Washington University
・Kimpton Hotels and Restaurants
・BOX Inc.　　　　　　　　　　　　　　　　　　   など

※数値は、2018年１月㈱船井総合研究所調べ

2017年5月には、人口は日本の1/12でありながら一人当たり生産性は150%というスウェーデン、国家主導でフィ
ンテックを進めるエストニアを視察。小国が生き抜く戦略としての「フィンテックの活用・デジタルシフト」のポイン
トを学びました。
2017年10月には、世界の最先端を生み出してきたニューヨーク・ボストンにて、「ミレニアル世代」をターゲットに、
集客も採用も「デジタルシフト」でいかに効果を最大化させるか、のポイントを学びました。
そして今年から「驚きのアジア視察セミナー」として実施した2018年1月のセミナーでは、この5年であっという間
に日本を追い越し、今や世界No.1のIT大国となった中国、上海・杭州の視察にて、今や世界の時価総額ランキング
トップ10に入るIT企業の勢い・生活のあり方そのものを変えたキャッシュレス社会を体感してきました。

船井総研の海外視察セミナー 企画運営部門　責任者からのコメント

　視察先企業の講演の中で、100年続くある世界規模の大企業に、「100年続いている秘訣はイノベーションし続けたから」と言う
話をしていただいたことがあります。
　企業にはそれぞれ、変えるべきものと変えるべきでないものがありますが、 どのようにイノベーション(変革)を起こしたら良いか考
えるには、まず世の中のイノベーティブな（革新的な）企業のトレンドを知り、何を自社のモデルとするかを考える機会を持つことで、
経営者としての目線は大きく変わります。
　船井総研自身も世界の最先端企業に学び、会員企業様にも地域No.1からアジアNo.1を目指していただけるよう、これからも海外
の先進企業をご紹介し続けます。

視察

20都市

100企業
以上のべ参加者

800人
以上
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